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等 きれつ1) 剥離(I ) 2) 剥離(IJ)3)





1 mm未満 400cm'未満 100cm'未満
し'0
2 同 上
1 mm以上 400cm'以上 100cm'以上

























































































































































































































































































































Z =!(Xi)， i =1， 2，・ ，n (1) 
関数Zは判別関数と呼ばれ，線形であると仮定してよ
い場合は次式のようになる。
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